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　私の専門領域は情報法及び刑法であり、とりわけ情報保護・
サイバー犯罪研究を研究領域としています。ICTの発達により、
個人情報を含む情報の経済的価値が増すとともに、情報の濫
用によるプライバシー侵害の危険性が高まりました。加えて、
インターネットの発達により、特殊詐欺の登場やインターネ
ット上の児童の権利侵害等、犯罪の多様化とグローバル化も
生じました。現代社会においては、情報の適正な管理やサイ
バー犯罪の防止は国際社会における喫緊の課題であり、我が
国においてもその対応が求められます。しかし、しばしば現

行の制度に基づく対応の限界が生じています。私の研究は日
本の法制度・裁判例等の検討に加え、ドイツ・米国・カナダ
等の諸外国を対象とした比較法研究を行うことで、ICT の発達
によって生じる新たな法的課題に対し、これを解決するため
の法理論を構築・提案することで新規技術と社会との齟齬の
是正を目指すとともに、技術の社会実装を下支えするための
制度提案を行うことです。これまでの研究としては、主にイ
ンターネット上のポルノグラフィ規制を中心とした研究を行
ってきました。

法律実務家や省庁関係者との研究会や学習会の場で、自身
の研究成果を実際に法実務に携わる人に向けて発信してい
ます。そのほか、大学および研究機関の機関リポジトリに
おいて、研究成果のインターネット上での公表を行ってい
ます。

　法律学は法律家や法学部生だけに関係がある分野ではあり
ません。法は我々の自由と権利を保障することを目的とし、
社会生活と決して切り離せないものです。例えば、技術開発
においてもプライバシーバイデザインが要求され、企業や種々
機関では個人情報保護や事業における法の順守が求められま
す。学生の皆さん自身と法制度とのかかわりを意識し、法を「自
らを生かすもの」の一つとして学んでもらいたいと思います。
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